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改 正 農 地 法 成 立
借地規制を緩和、改正の５つのポイント

　農地を借りる規制を大幅に緩和する改正農地法が、去る 6/17 参院本会議で可決した。食料の安定供

給を図るための重要な生産基盤である農地について、耕作者自らが所有することを最も適当としてき

た制度を改め、将来にわたって国内の農業生産の基盤である農地の確保及びその有効利用が図られる

よう、①農地の転用規制の見直し②農地の権利移動・貸借についての許可基準の見直し③農地の利用

集積を図る事業の創設等、農地の有効利用を促進する為

これらの農地制度の見直しを行った。また、農地の相続

税の納税猶予制度について、現行では自ら営農を行わな

い限り認められないものを、一定の貸付けの場合にも適

用する見直しも行った。改正のポイントは右図の５つ。

　改正法では 1952 年の制定以降、戦前の地主制度が復

活しないように明記してきた「耕作者による農地の所有

が最も適当」との文言を初めて削除した。企業の農業参

入に大きく道を開く、農政の大転換である。政府は、耕

作放棄地の増大に歯止めをかけ、企業が借りられる農地を耕作放棄地に限定せず、優良な農地も利用

できるようにし、国内農業の活性化に繋げたい考えだ。このように大幅な規制緩和する一方で、農地

を違反転用した企業への罰金は、最高 300 万円から１億円に引き上げた。12 月に施行の見通しである。

　経済のグローバル化が進展するなか、「経営感覚に優れた効率的・安定的な経営体」を育成するた

め、農用地利用増進法の抜本的改正を中心に、農地法、農協法など七つの関連法も改正され、新たに

農業経営基盤強化のための関係法律の整備に関する法律『農業経営基盤強化促進法』が制定された。

さらに、中山間地域をはじめ、農村地域対策を推進するため、『特定農山村地域活性化法』が制定さ

れ、これらは、農地利用の促進による地域活性化と、農地利用の流動化の促進による日本農業の構造

改善の推進を目ざしたものといえる。

主たる改正内容は
　主たる改正内容は、(１)農地の権利取得の上限面積（都府県３ ha，北海道 12Ha)を廃止し、あわせて

下限面積(都府県３反歩、北海道 2ha)を引き上げて経営規模の拡大を図る。(２)農業生産法人の要件を

緩和しその促進を図る。(３)借地による農地流動化を促すため、賃貸借についての従来の規制を緩和す

る。小作料の最高額統制を廃止し、小作料の変更請求をしやすくするなど、地主側の権利を強めて農

地を貸しやすくする。(４)農地流動化を促進するため、農業協同組合による経営受託事業や農地保有合

理化法人による保有合理化事業を導入する等である。

　今まで、農地法をすりぬける形での「請負」による経営や、小面積の耕地の授受が進行し、農業生

産の担い手として農業生産法人をはじめ、法人が登場してきたが、こういった新たな状況をふまえて、

農地法の根幹は維持しつつそれを手直しし、農地の流動化を促進し、農業構造の改善による経営の効

率化・近代化を図ることが農政にとって重要な課題になってきたのである。零細な農業経営の体制を

「構造改善」することが、農政にとって重要課題である。所有から利用への転換、誰でも自由に農地を

借りることができるようになったため、農業法人等の動きが益々活発になることが予想される。

　一方で、農地を借りる企業は、経営陣の１人以上が農業に常に従事する義務を負う規定を設け、一

定の歯止めをかけた。農業を主な業務とし、農地を所有できる「農業生産法人」に対する企業の出資

は、１社当たり 10％以下に規制していたが、企業の技術や販売網を生かす「農商工連携」の実現を条

（次ページへ続く）

≪改正の５つのポイント≫ 

①企業が借りる農地を、市町村が指定した区域に 

 限る規制を撤廃 

②法律の目的を農地の所有から有効利用へと変更 

③農業生産法人への出資規制を緩和(５０％未満) 

④農地を借りられる期間を５０年に延長 

⑤農地を借りる企業は、経営陣の１人以上が農業 

 に常に従事 
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件に 50％未満に緩和した。また、企業による農地の所有規制は維持し、農業生産法人の条件を満たす

必要があるとした。農地を借りて農業に参入した企業は、昨年９月までの過去６年間で 320 社。同法

の成立を受け、ますます農業法人の増加が予想されるが、いずれにしても、消費者に信頼される食品

産業者としての「農業生産法人」が望まれる。
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第一生命の「第 22 回サラリーマン川柳ベスト 100」より当紙が選んだ

傑作首をお送りする。（川柳に使用されている文字・雅号は全てそのま

ま掲載しております）　第一生命「サラリーマン川柳」より抜粋
サラ川決定版

第46回全肥商連全国研修会開催
　第 46 回全肥商連全国研修会が 7/2 ～ 3「新潟東映ホテル」で開催される。地元から新潟大学の大山

卓爾農学部長の講演「これからの農業のポイント」。面白そうなのは、補助金活用の新プロジェクトの

事業化を得意としている農商工連携の普及で大活躍の「株式会社びいと六十」斉藤温文社長の講演「農

商工連携の新しい取組みと方向」だ。翌日も基調講演として「米の健康評価と新規事業」、健康市場の

トレンド（日経ヘルスプルミエ西沢編集長）、新潟県コメ粉研究会で行なったコメの機能性データ整備

及び消費者調査に基づくコメ粉の可能性に対して、生産サイドである農業生産者と生産者を支える肥

料商が、それぞれの技術やノウハウを活かしてどのようなことができそうか、更にＪＧＡＰを実践し

ている認証農場の方々とのパネルディスカッションなど、情報提供も含め広く知識を習得するチャン

スである。多くの方々の参加を期待したい。（申込は全肥商連／電話：03-3817-8880　FAX-8882）

-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-

これからの季節、熱中症に注意が必要です。前日より急に温度があがった日や、温度が低くても多湿

であれば起こりやすくなります。屋外だけでなく、屋内でもご注意を。
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